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〈第 51 回例会〉映画上映会（シアターキノ） 

『敬愛なるベートーヴェン』 

～「第九」とアンナ、そしてポーランド派ホラント～ 

三浦 洋 

 

新作の映画『敬愛なるベートーヴェン』（2006）は、

制作国がイギリスとハンガリーですが、監督のアグ

ニェシカ・ホラントはポーランド人の女性監督です。

パンフレットには「アニエスカ・ホランド」と書かれて

いますが、ポーランド語の発音に従ってアグニェシ

カと書きます。 

私はこの作品を昨2007年11月に試写会で見た

のですが、まず理屈抜きに面白い映画です。スト

ーリーの骨格は、ベートーヴェンが交響曲第九番、

つまり「第九」を初演する４日前に、アンナ・ホルツと

いう 23歳の女性が写譜役として音楽出版社からつ

かわされるところから始まります。作曲の心得がある

アンナは次第にベートーヴェンに意見をいう女性

になってゆき、「第九」の初演を助ける、という展開

です。映画のクライマックスは、アンナの助けを借り

てベートーヴェンが「第九」初演を指揮するシーン

です。この筋書きはほとんどフィクションのようで、ア

ンナは架空の女性ですが、「第九」の写譜師は三

人おりまして、その三人目の人物は未だに謎なの

だそうで、ホラントはそこに目をつけ、アンナという

女性を造形したようです。 

では、実際の「第九」初演はどうだったのかとい

いますと、ベートーヴェンの研究者であった山根銀

二の著書によれば、難聴ゆえに演奏終了に気付

かなかったベートーヴェンを客席に振り向かせたの

はウンガーという女性歌手だったそうです。しかし、

この映画ではこの女性をアンナに変えて、思いもよ

らない面白い物語を作ってみせてくれます。 

さて、ここからが本題ですが、この映画は三つの

見方ができるのではないかと思います。一つには、

「第九」を中心に晩年のベートーヴェンを描いた映

画という見方、二つめには作曲家を目指すヒ口イン、

アンナを描いたストーリーという見方、そして三番目

には、アグニェシカ・ホラントが女性映画監督として、

また、現代映画のポーランド派としての誇りをかけ

て撮った作品という見方です。 

１．ベートーヴェンの人物像と晩年の作風 

一つめの、ベートーヴェンを描いた映画という点

では、1994 年にアメリカで制作された『不滅の恋ベ

ートーヴェン』と比べることができます。二つの映画

の共通点は、ベートーヴェンを聖人君子扱いせず、

俗人としてといいますか、むしろ変人として描いて

いる点です。果たして本当のベートーヴェンはどん

な人だったのか、正確には誰もわからないわけで

すが、『敬愛なるベートーヴェン』では、芸術家の魂

と俗人ぶりを併せ持つ人物をエド・ハリスが見事に

演じています。ハリスはもともとスマートな俳優です

が、ベートーヴェンの役を演じるためにわざわざ特

別の食事をつづけて太り、その上でピアノ、ヴァイ

オリン、指揮、楽譜を書く練習までして撮影にのぞ

んだそうです。ホラントの映画には何度も出演して

いるハリスですが、ひときわ力のこもった演技にな

っています。 

それから、ベートーヴェンの音楽という点では、

『不滅の恋』のほうでは名曲のオンパレードという感

じだったのに対し、『敬愛なるベートーヴェン』のほ

うでは「第九」以外に、ベートーヴェンが最晩年に

作った風変わりな作品がエピソードをまじえて演奏

されます。たとえば、最後のピアノソナタ第 32 番や、

とても長いフーガを持つ弦楽四重奏曲第13番、七

つの楽章がつづいて演奏される第 14 番などが映

画に出てきます。これらの作品は初演の時から決し

て評判がよくなく、変わった作品と思われていたよ

うで、口シアの作家オドエフスキーが「ベートーヴェ

ンの最後の弦楽四重奏曲」という短編の中で取り

上げています。実は、この短編が含まれている『ロ

シアの夜（ルースカヤ・ノーチ）』という短編集を、私は

学生時代に故・灰谷慶三先生のご指導を受け、ロ

シア語で読んだことがあります。そのとき特に印象

に残ったのは、オドエフスキーがベートーヴェンに

なり変わって、「悲しければ悲しいほど、私は減七

の和音を付け加えたくなるのです」という台詞を書

いていたことです。音楽にくわしかったオドエフスキ

ーは、当時なかなか理解されなかったベートーヴェ

ン晩年の作風を作曲家になりかわって説明してく

れているわけです。映画の中ではベートーヴェン

が作品を酷評されるシーンもでてきますが、晩年の

作風について考えるヒントを与えてくれます。 

そして、もう一つ、映画の軸になっているのが、
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ベートーヴェンが溺愛していた甥のカールとの関

係です。甥のカールとは、ベートーヴェンの弟カー

ル（名前が同じなのでややこしいのですが）の子どもで

す。ベートーヴェンは弟が亡くなったときに、弟の

妻であった女性と４年にわたる裁判までして甥のカ

ールを奪い合いました。結局、裁判ではベートーヴ

ェンが勝ち、カールを引き取ったのですが、カール

とベートーヴェンの関係は決して良くなく不和がつ

づきました。この事実がストーリーに巧みに盛り込ま

れています。 

２．作曲家を志す女性、アンナの魅力 

さて、今度は二つめの、アンナを描いた映画とい

う見方についてお話しします。おそらくアンナはま

ったく架空の女性ですが、映画の中ではとてもリア

リティのある存在です。とくに忘れられないのが、ベ

ートーヴェンがアンナに対して「女が作曲するなん

て犬が逆立ちして歩くようなものだ」というシーンや、

アンナが「私は乳母や掃除婦や売春婦によくまち

がえられる」と叫んで、悔しさを訴えるシーンです。

作曲の才能をもったアンナにとって、女性がさげす

まれる社会状況は耐え難いものであり、この映画の

随所にフェミニズムのまなざしが感じられます。 

実際、クラシック音楽の歴史の中では、マーラー

の妻アルマやメンデルスゾーンの姉ファニーらが、

作曲の才能を持ちながらも女性であるゆえに認め

られにくかったといわれています。日本でも作家、

幸田露伴の妹・幸田延が困難な人生を歩んだとい

われます。 

しかし、この映画は決してフェミニズムを声高に叫

ぶ作品ではなく、アンナの姿は理想化されていませ

ん。アンナは作曲家になりたいと願いつつも生き方

に迷い、なかなか主体的に人生を切り開いていけま

せん。そんな彼女の姿にもどかしさを覚える方もお

られると思いますが、私はここに、ホラントがポーラ

ンドの映画監督、クシシュトフ・ザヌーシから受けた

影響を感じます。ザヌーシの映画たとえば『太陽の

年』や『巨人と青年』には逆らえない運命の中に生

きる人物たちが出てきますが、このようなザヌーシ

的な視点をホラントは保持しつつ、アンナに限りな

い共感をこめて描いているように思います。 

少々話が難しくなりましたが、私はダイアン・クル

ーガー演ずるアンナという女性が実に魅力的に感

じられます。アンナはドイツ人という設定ですが、知

的で誇り高く、勤勉で、しかもチャーミングな彼女こ

そポーランド人女性の典型にみえます。ポーランド

人に比較的多い「アンナ」という名前が彼女に与え

られていることにも起因するかもしれません。 

ここで、キュリー夫人を挙げますと、彼女はポー

ランド人で、本名をマリア・スクウォドフスカといいま

す。大変勤勉で魅力的な女性だったそうで、私に

はアンナとキュリー夫人ことマリアがだぶってみえま

す。たまたまこの１ヵ月ほど新聞に「ポロニウム」とい

う物質がまるで毒薬のように書かれていますが、こ

の「ポロ」というのはポーランドのことで、発見したキ

ュリー夫人ことマリア・スクウォドフスカが祖国ポーラ

ンドにちなんでつけた名前なのです。ポーランド人

びいきの見方をしますと、貧困の中で研究に打ち

込み、女性として初めてノーベル賞を受賞したキュ

リー夫人の姿こそ、ホラントがアンナを造形した遠

いモデルになっている気もします。 

その意味で、この映画は女性監督のホラントが

女性の誇りを描いた映画といえます。ホラントは『太

陽と月にそむいて』（1995）という作品で詩人ランボ

ーとベルレーヌを描きましたので、芸術家をあつか

った作品という点で連作にみえますが、今回のスト

ーリーはヒロインのアンナにかなりの比重がありま

すので、そこが違いといえます。 

３．ホラントのポーランド派らしさ 

さて、ホラントの映画という三番目の見方に移り

ますと、アグニェシカ・ホラントは長らく脚本家として

ポーランド映画の巨匠アンジェイ・ワイダとともに作

品を世に送ってきた人です。たとえば『ダントン』

（1982）、『ドイツの恋』（1983）、『悪霊』（1987）など、

「連帯」運動でポーランドが注目されていた80年代

の作品がそうです。 

ポーランドはショパンに代表される音楽の国であ

るとともに映画大学をもつほどの映画の国でもあり、

カヴァレロヴィチ、ポランスキ、キェシロフスキ、ザヌ

ーシなど名立たる映画監督を多数輩出してきまし

た。それは、ポーランドがルネサンス以来、演劇を

発展させてきた国であり、名優を生んできた歴史が

映画に受け継がれているからです。ショパンが学ん

だ音楽学校も前身は演劇学校の音楽部門でした。

ポーランドでは、演劇を母とする映画と音楽は双子

の生まれということになります。 

ホラントはハリウッドやフランスでも映画を制作し

ている人ですが、ポーランド派の映画監督だと実

感される理由がいくつかあります。 

一つは先ほど運命論の話をしましたザヌーシか

らの影響です。ザヌーシの『巨人と青年』という作品

では老作曲家と音楽学生が夢を通して不思議な出

会い方をしますが、どこかベートーヴェンとアンナ

の出会いに似ていますので、『敬愛なるベートーヴ

ェン』のヒントになっているのかなという気もします。
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また、状況を想像させながら登場人物をうつしだし

ていく手法はワイダの映像を想起させます。 

このようなことからホラントをポーランド派の映画

監督と考えますと、一つ興味深いことがいえます。

それは、ポーランド人がドイツの芸術家ベートーヴ

ェンをたたえた作品をつくったということです。一見

なんでもないことのようですが、ご承知のように第二

次世界大戦はナチス・ドイツがポーランドに侵攻し

たときから始まったわけで、それ以前の歴史におい

てもポーランドはドイツから侵略を受けていました

ので両国の関係は歴史的には良好でありません。

ベートーヴェンの「第九」にしても、ナチスが国威発

揚の機会に好んで演奏した音楽でした。したがっ

て、ベートーヴェンやドイツをたたえるのはポーラン

ド人にとってタブーのような雰囲気があり、私の知る

範囲でも、たとえばショパンがベートーヴェンやシュ

ーベルトから影響を受けていることを主張するのは

タブーのような雰囲気が 20 世紀のショパン研究に

はあります。それを考えますと、ベートーヴェンを描

いたこの映画はポーランド派にとって画期的でもあ

ります。 

ちょうど今年はドイツでノーベル賞作家のギュン

ター・グラスがナチス親衛隊に属していたことを告

白し（８月 12 日）、元ポーランド大統領のワレサ氏が

グラスの「グダニスク名誉市民」称号剥奪に一時動

いて話題になりました。グラスの母親はポーランド

の少数民族カシューブ人で、映画にもなった小説

『ブリキの太鼓』の舞台は、「ダンツィヒ」と呼ばれて

いた頃のグダニスクです。グラスの例が示すように、

隣の国でありながらも複雑な関係を持つポーランド

とドイツを念頭におきますと、この『敬愛なるベート

ーヴェン』は、少し大げさですが、両国の今後の関

係を予感させる作品なのかもしれません。 

もう一度、話をワイダに戻しますと、ワイダとホラ

ントの関係は、ちょうどベートーヴェンとアンナの関

係に重なっても見えます。アンナが「私はベートー

ヴェンに仕えているのではなく、共同制作している

のです」と誇らしげに語るせりふは、ホラント自身の

せりふとして受け止めるとき実感がこもっています。 

何よりも、ホラントがワイダやポーランド派の流れ

をくむ監督であることを示す映像が冒頭にでてきま

す。それは、「白い馬」です。ワイダのファンの方な

らすぐに、あ、あの白い馬だ、と気づかれると思い

ます。古くはワイダの名作『灰とダイヤモンド』にも、

そして一番新しくは『パン・タデウシ物語』にも出て

くる白い馬が『敬愛なるベートーヴェン』にも出てき

ます。この白い馬はポーランドの象徴で、ホラントは

意識的に冒頭で白い馬を使い、ポーランド派として

名乗りを上げているのにちがいありません。 

 

 

 

『ショアー』のランズマンから見た 

ワイダの『コルチャック先生』と 

ホラントの『僕を愛したふたつの国』 

小原 雅俊 

かつて、ワルシャワ・ゲットーに閉じ込められた

200人の孤児たちとともにトレブリンカの絶滅収容所

で殺されていったヤヌシュ・コルチャックを描いたア

ンジェイ・ワイダの 1999 年カンヌ映画祭出品作品

『コルチャック先生』に対して、翌年、フランスのユダ

ヤ系知識人の間で、「記憶の帝国主義」「キリスト教

による私物化」といった批判が投げかけられた。映

画の幼い少年の頭上に現れるキリスト教の図像であ

る光輪とキリストの贖罪と天国の比喩と解された映

画の最後のシーン──トレブリンカに向かう輪送列

車からコルチャックと子供たちを乗せた車両が離れ、

スピードを落とし、草原で停まり、子供たちは、表に

ダビデの星が、裏に四つ葉のクローバーが描かれ

た旗を掲げて、まるでピクニックに来たのでもあるか

のように嬉々として靄のかかった草原に駆け出すの

である 1）。もちろん、字幕では彼らがどのようにして

殺されていったかが伝えられる──が、ワイダがコ

ルチャックを、ユダヤ人を救うキリスト教の聖者として

描いたと非難される主たる根拠となったようである。 

映画『ショアー』の監督クロード・ランズマンも

Sommaire 誌の対談の中で 2）、ワイダの『コルチャ

ック先生』は「悪意ある反ユダヤ主義的な映画だ」と

激しく非難した。ランズマンはここでも、ユダヤ人の

絶滅には、最後のシーンで語られるような慰めはな
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